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研究成果の概要（和文）：リシツキーは論文の多くをドイツ語で執筆しており、これまでドイツおよびアメリカ
を中心に多くの研究が行われている。本課題ではロシア語で執筆、出版されたリシツキーの論文や、ロシアで出
版されたグラフィックデザインを調査し、リシツキーの活動を新しい局面から考察した。また、リシツキーが学
生時代を過ごしたダルムシュタットや、彼が展覧会を行ったハノーファーの美術館で調査を行い、リシツキーの
西側のダダイストとの交流を明らかにした。とりわけ、モスクワのイゾスタト（図解統計出版局）の設立に尽力
した経済学者のオットー・ノイラートとの交流を明らかにし、リシツキーがデザインを手がけたイゾスタトの出
版物の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Lissitzky wrote many articles in German, and studies on him were lead in 
German and the United States so far. In this project, researching his articles written in Russian 
and his graphic designs made in SSSR, I revealed the new phase of his works.  I conducted my 
research in  Darmstad, where he studied, and the museum in Hannover, where he organized the 
exposition. In these researches, I revealed the connection between Lissitzky and Dadaist in German. 
Especially, I revealed the connection between Lisstzky and  Otto Neurat, an economist  who 
established IZOSTAT (the publisher of Graphic Statistics) in Moscow, and did close analysis on 
albums published by IZOSTAT.

研究分野：美術史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
美術研究の分野ではあまり知られていないリシツキーのロシアでの活動や制作物の総合的な研究を行い、その成
果を著書『ロシア構成主義』（共和国、２０１９年）の一部で発表した。とりわけ、リシツキーとの交流がきっ
かけとなってロシアを訪問したオットー・ノイラートのモスクワでの活動とその影響は、現在までほとんど明ら
かにされておらず、ロシア国立図書館でのイゾスタットの出版物（リシツキーも多くのデザインを手がけてい
る）の網羅的な調査は、世界的に見ても極めて珍しく、価値の高い研究といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
申請者はこれまでロシア構成主義の研究を継続して行っており、リシツキーに関しても
すでに２年ほど調査を行い、展覧会場の設計とブックデザインに関する研究結果を 2015年
国際中東欧研究者会議（ICCEES）等にて発表している。これらの調査を通して、彼がドイ
ツのダダイスト、オランダの造形芸術グループ「デ・ステイル」、そしてハンガリーやチェ
コ、ポーランド出身の芸術家たちと親交を結び、時に協力しながら展覧会の設営や雑誌の制
作、国際芸術会議の開催などに関わったことが明らかになった。 
ロシア本国の構成主義の活動と比較すると、構成主義者たちは工場での大量生産や新し
い技術の導入などを目指す傾向があるのに対し、リシツキーは空間や人間、あるいは事物と
人間など、造形と人間の関係を問題にしていることが分かった。おそらくこれは西側での展
示の経験と芸術家たちとの交流が影響しているものと推測された。 
 
 
２．研究の目的 
 
 リシツキーに関してはこれまでドイツおよびアメリカを中心に多くの研究が行われてい
る。リシツキーは論文の多くをドイツ語で執筆しており、それらは英語にも訳されている。
このために現在リシツキーに関する研究の多くはドイツ語で書かれた彼のテキストに依拠
して行われている。 
 しかしリシツキーはロシア本国でも盛んな活動をおこなっており、『現代建築』や『アス
ノヴァ通信』などのロシアの雑誌に寄稿すると同時に、それらのブックデザインにも関わっ
ている。さらに、近年『人生の映画』と題する６巻の作品集がロシアで出版され、そこには
アーカイヴにおさめられたリシツキーの論文や、彼の公演の記録などが収録されている。本
研究の目的はこれらのロシア語で執筆、出版されたリシツキーの資料を元に、彼の活動を新
しい局面から考察することである。 
 具体的には、リシツキーがロシア構成主義を西ヨーロッパに紹介する重要な役割を担って
いたとみなし、当時の雑誌を参照しながらリシツキーの国内外での活動を考察し、他のロシ
ア構成主義の作家とは異なった特色を明らかにする。またリシツキーを介した構成主義の
国際的広がりおよび構成主義を介した国際的な芸術家たちのネットワークを明らかにする。 
本課題ではエリ・リシツキーの活動を中心的に考察することで、1920年代に興隆したロ
シア構成主義が西ヨーロッパにおいてどのように紹介され、西側の芸術家たちとロシアの
芸術家との関係がどのように築かれたのかを明らかにする。またリシツキーの制作にはソ
ヴィエト本国の構成主義とは異なった特色が見られるが、西側の芸術家や思想家たちとの
交流がリシツキーにどのような影響を及ぼしたのか明らかにする。リシツキーを中心にす
ることで、従来のダダイズムおよび中東欧モダニズムの研究の枠組みで見過ごされてきた、
ロシアを含めた戦間期ヨーロッパの芸術家たちの動向を明らかにするのがこの研究の目的
である。 

 
 
３．研究の方法 
 国内外の図書館や美術館付属の図書館で関連する先行研究の調査を行う。ロシア国立図書館
においては、２０世紀初頭の書籍や雑誌の資料調査、リシツキーや構成主義者らが手がけ、国立
出版局から 1930 年代に出版されたアルバムの調査を行う。また、モスクワ現代美術館、国立ト
レチヤコフ美術館などでの構成主義の作品の調査を行う。リシツキーが活動したドイツの各都
市の美術館や、関連する場所で現地調査を行う。リシツキーが初期に活動し、マレーヴィチらに
よるアヴァンギャルド運動の中心地となったベラルーシのヴィテプスクを訪問し、美術館や資
料館、関連する施設で調査を行う。 
 収集した資料および先行研究を参照して、リシツキーやその周辺の構成主義者たちおよび交
流のあったヨーロッパの芸術家たちの活動を考察し、学会や研究会での口頭発表、日本語および
外国語での論文執筆、書籍、翻訳などの形で研究成果を公開する。 
 
 
４．研究成果 
2016 年度はロシア国内外で刊行されたリシツキーについての先行研究の調査を行った。
２月にはモスクワに２週間ほど滞在し、トレチヤコフ美術館およびマルチメディアアート
センターでの構成主義に関する特別展を中心に資料収集を行った。これらの 先行研究およ
び資料調査を踏まえて、"Revolutionary Planes: Books and Exhibition Rooms by El 
Lissitzky"と題する論文を執筆し、論文集『革命の旗の元でのロシア文化』に掲載した。 
また、ロシア構成主義についての単著（「構成主義ー生活と造形の組織学」）のための調査
と執筆をすすめた。リシツキーが設計した合理化された共同住宅および公共交通手段のイ



ンテリアデザイン（第 3章）、「プロウン・ルーム」「抽象の部屋」「映画・写真」展などの展
覧会場の設計と、『諸芸術主義』『MERTZ』等のブックデザイン（第 5 章）、『建設のソ連邦』
等の写真アルバム（第６章）に関して調査をすすめ、草稿を執筆した。 
また、２月のモスクワ滞在期間にはロシア国立図書館でも調査を行い、1930 年代にリシ
ツキーがデザインした数々のフォトアルバムや記念本、グラフィック雑誌等の詳細な調査
を行った。この滞在での調査の結果、とりわけソヴィエトのグラフィック・デザインにおけ
るアイソタイプ（ウィーン・メソッド）の導入と、アルバムのデザイン技法に関してかなり
の知見が得られた。 
2017 年度は９月にラトヴィアおよびモスクワに滞在してロシア構成主義に関する現地調
査をおこなった。旧ソヴィエト領ラトヴィアのリガ国立美術館では、ラトヴィア出身のデザ
イナー、グスタフ・クルツィスによるポスターのエスキスを調査し、ロシア構成主義のモン
タージュ技法を解明するための貴重なリサーチを行うことができた。またモスクワのトレ
チャヤコフ美術館、モスクワ市近代美術館では構成主義作品の調査を行った。国立レーニン
図書館では「イゾスタト」から出版されたものを中心に、1930 年代のアルバムおよび書籍
の調査を行った。この調査により、リシツキーおよびオーストリア出身のオットー・ノイラ
ートが携わった、ソヴィエトにおけるアイソタイプの展開を解明する手がかりを得た。  
また 11 月には再度モスクワに渡航し、革命 100 周年にあわせたリシツキーの大規模な展
覧会（新トレチヤコフ美術館、ユダヤ美術館の二会場での開催）において調査を行った。こ
の調査では、初期のユダヤルネサンス期の作品や、「プロウン」の作品およびエスキスなど、
これまであまり公開されてこなかった貴重な作品を目にすることができた。 
当該年度は論文 Revolutionary Planes: Books and Exhibition Rooms by El Lissitzky 

( Русская культура под знаком рево люции [革命の旗印の元でのロシア文化]. 
Валерия Гречко, Су Кван Кима, Сусуму Нонака (под. ред.) Б елград: Логос. 2018. С. 
217-225)を出版した。 
 2018 年度はリシツキーと交流のあったウィーンの経済学者オットー・ノイラートのロシ
アでの活動に関する調査を継続し、研究成果を発表した。ノイラートは統計を視覚的に表す
メソッッド「アイソタイプ」を考案した人物であり、1931 年にモスクワに滞在してアイソ
タイプの研究所「イゾスタト」および研究所付属の出版局を設立した。前年度はモスクワの
図書館で「イゾスタト」の出版物の調査を行ったが、当該年度はこのとき収集した資料をも
とに、リシツキーが手がけた「イゾスタト」の出版物の分析と考察を行った。また、リシツ
キーが手がけたグラフ雑誌『建設のソ連邦』や公式アルバムの中でもアイソタイプが用いら
れている部分に注目し、それらの分析と考察を行った。  
リシツキーとイゾスタトに関しては、６月から７月にかけてモンゴル国立大学で開催さ
れた East Asian Conference on Slavic Eurasian Studies において、”How do Visual Books 
Represent the Soviet Union?: The Experiment in Graphic Design in the 1930s”というタ
イトルで口頭発表を行った。また 2019 年２月には単著『ロシア構成主義 生活と造形の組織
学』（共和国）を出版したが、本書の第５章および６章は本課題での調査を踏まえたリシツ
キーの活動についての考察となっている。 
 2019 年度は 8 月にドイツとベラルーシで調査を行なった。リシツキーの空間展示の復元
を含めた多数の資料を所蔵するハノーファーのシュプレンゲル美術館において、リシツキ
ーおよび彼に影響を与えたクルト・シュヴィッタースの調査を行なった。リシツキーが学生
時代を過ごしたダルムシュタットでは、芸術家コロニーを中心にドイツ工作連盟の初期の
活動の調査を行なった。またベラルーシのヴィテプスクでは、現在では博物館となっている
旧美術学校で、リシツキーやマレーヴィチらが結成した芸術グループ、ウノヴィスなど、リ
シツキーの初期の活動に関して調査を行なった。  
これらの調査をもとに、７月に早稲田大学で行われた公開研究会では「絵グラフで見るソ
連―イゾスタトによるグラフィック・デザインの冒険」と題し、イゾスタトから出版された
アルバムを考察した。２月に大邱の慶北大学で行われた JSPS 二国間交流事業（「社会変動の
時代における文化 変容のダイナミクス：20−21 世紀の転換期のロシア」研究代表者：野中
進）主催の国際シンポジウムでは、「本のインターメディア性：1930 リシツキーのデザイン 
によるフォトアルバム」というタイトルで研究発表を行い、リシツキーの後期のグラフィッ
クデザインにおいて、いかにフォトモンタージュや映画のモンタージュを参照した技法が
用いられているか明らかにした。 
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